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中国における新女性像の受容をめぐって

――李宇春ファンの活動を手がかりに――

金　　　明　華＊

Reception of a New Female Image in China

: The Case of Li Yuchun's Fans

JIN Ming‐Hua

Abstract

The purpose of this paper is to clarify the role female fans' cultural practices take in building a new 

female image in contemporary China. To consider it, I carry out interviews with Li Yuchun's fans. Li is 

a Chinese pop singer, who achieved instant fame when she won the nation-wide singing contest “Super 

Girl” in 2005. Her fans have a nickname- “Yumi” (a word incorporating part of Li's name that in turn 

forms the word for “corn” in Chinese). 

According to the existing studies, female audience's culture consumption contains resistance 

to reality, yet it is always tinged with escapism, a negative character. In contrast, through the 

consideration of this paper, it turns out that Yumi appeal to the public positively and demand 

social changes. They are attracted by Li through “Super Girl” and affirm her as a new female image 

which is independent and not restricted to conventional gender bias. Moreover, by positive support 

activities, they foster the reception of the new female image in Chinese society. This paper examines 

the possibility that female audience’s culture consumption leads to social reforms, and also shows an 

outline and tendency of female fans in contemporary China. 

Keywords : Chinese society, Popular culture, Female image, Media, Audience. 

１．はじめに

ハリウッド映画の女性像を分析したローラ・マルヴィは、「男性の視線（male-gaze）」という概念を提示し、

映画の中で女性はモノ化され、窃視狂的な視線にさらされていることを指摘した（Mulvey 1989）。言い換えれ

ば、男性優位の社会において、女性像は男性の視線によって作られ、マスメディアを通じて再生産されるのだ。

女性の外見や振る舞いに関する規範は男性の審美基準によって作られ、その基準に適合する女性のみが「女らし

い」「美しい」女性と見なされる。したがって、男性にどう見られるかによって女性としての「価値」が決められる。

しかし、マルヴィの研究は,マスメディアにおける女性の客体化の事実を見事に示唆してくれた一方、大衆文化

を楽しむ女性たちをどのように見るべきかという課題を残した。

受け手としての女性たちも男性の視線を内面化し、男性の審美基準に沿ってメディアの女性像を見ているとも
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考えられる。しかし、女性の文化消費については、アンとラドウェイの研究が示唆的である。たとえば、女性向

けのメロドラマは、低俗な大衆文化として蔑視される傾向がある。しかし、メロドラマ『ダラス』の視聴者の感

想を収集し分析したアンは、ドラマのファンたちが、同調、風刺などの戦略でメロドラマという大衆文化を蔑視

するイデオロギーと交渉しつつ、『ダラス』を楽しんでいると指摘した（Ang, 1985）。女性視聴者は、受動的に

文化を消費するだけの存在ではない。様々な戦略を駆使する主体的な消費者であることが示された。また、ラド

ウェイは、定期的に集まってロマン小説を読む女性たちの読書行為について分析し、女性たちにとって読書は、

家父長的な家庭からしばらく逃れて、自分たちの読書の空間でお互いに感情のサポートを獲得する役割を果たし

ていることを明らかにした（Radway, 1991）。ここでは、女性たちの読書の快楽には、現実逃避の面があるも

のの、家父長制への女性たちの抵抗があることが示された。

要するに、受け手としての女性たちは単に男性の視線を内面化し、同じ視点で大衆文化を消費するのではなく、

自分なりの戦略で快楽を見出しているのだ。一方、女性の文化消費は常に現実逃避というネガティブな性格を帯

びている。つまり、女性たちが作り出した文化消費の空間は、癒しと安らぎを提供する機能を果たすものの、こ

のような文化実践はより積極的な社会の変革に繋がらない。では、女性たちの文化消費には、社会の変革を促す

可能性があるのか。本稿では、中国という文脈において、この問題を探ってみたい。その手がかりとして、新し

い女性像の受容をめぐる李
リ

宇
ユィ

春
チュン

ファンの文化実践を取り上げ、中国において、文化消費者としての女性たちの、

より積極的な現実変革の可能性について論じたい。

李宇春は、2005年、女性歌手のオーディション番組『超
スーパー

級女
ガ ー ル

声』(1)で、女性たちの熱狂的支持を得て優勝した。

同番組はその後、中国の大衆文化史における大事件といわれるほど人気を博し、社会現象まで引き起こしたが、

本稿で注目したいのは、受け手としての女性たちがマスメディアを通して李宇春というイメージを発見し、新し

い女性像として認め、李宇春ファンとして積極的に活動している点である。李宇春のファンは「玉
ユー

米
ミー

」(2)と呼ば

れるが、李宇春の優勝に伴い、玉米の活躍ぶりも注目され、その呼び方も社会に定着した。本稿ではまず、玉米

が李宇春に関するリアリティをどのように構成しているかを分析し、それから、玉米から見た李宇春イメージを

通じて、中国の女性たちが認める新しい女性像を分析する。最後に、新たな女性像の受容をめぐる玉米のファン

活動を考察し、その意味を検討する。

２．中国社会の変容

2.1　女性像の変容

1949年、中国で新政権が成立し、女性を保護する一連の法律が作成された。それまでの中国社会は封建的、保

守的であり、「男尊女卑」の伝統があり、女性の地位は低かった。1949年から1950年代初頭にかけて、社会の生

産活動に積極的に参加し、共産主義の理想に基づいて自由に恋愛結婚し、勤勉に働いて、永遠に党（国家）の指

示に従う女性が模範とされた(李 2006)。更に、男性と同等の過酷な肉体労働に携わる女性が「鉄の娘」と讃え

られ、素朴が美徳とされ、服装や髪型などの外見には気を配るべきでないと要求された。このような女性性の否

定は、文化大革命（1966～1976年）の10年間で更に強められた（艾・李 2001）。1978年以降、中国は経済発展を

中心とする改革開放の路線に転じた。経済の持続的発展に伴い、女性性の回帰が求められ、「勤勉な女性」より

も「美しい女性」が評価されるようになった。女性美は往々にしていわゆる「スリー・サイズ（バスト、ウェス

ト、ヒップ）」に具現化され、マスメディアを通じて流布され、新たな審美基準として定着した。こうした中国

女性の客体化について、研究者たちはジェンダー論の視点から、中国のマスメディアにおける女性像を、男性の

審美基準と商業主義との共謀であると批判した（章・王 2003；王 2004; 姚 2006; 戴 2007）。

2.2　マスコミの変容と『超級女声』

1980年代以降の経済成長に伴い、中国社会は政治、文化、価値観などの面で著しく変容している。マスコミも

国や党の政策の宣伝を優先する国家/党優位から、視聴者の娯楽性を重要視する市場優位に転換しつつある（朱 

2002）。大衆文化の消費に隠されている格差の問題が鋭く指摘された（戴 1999）一方、市場主義の価値観がだん

だん定着しつつある。テレビ番組における変化は、何よりも娯楽性が重視されるようになった点である。視聴者
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本位の意識が浸透する中、視聴者の番組への参加意欲も高まってきた。国家や共産党のイデオロギーの宣伝を中

心とする「主
メイン

旋
テ ー マ

律」と呼ばれる番組は依然として存在するが、娯楽性を重視した番組がより高い人気を集めるた

め、各テレビ局ではますます娯楽番組の企画と制作に大きな力を注ぐようになった。

このような社会変容を背景に、『超級女声』が湖南衛星テレビ局で放送され、大人気を博した。2004年度の番

組で、当時15才の少女が第三位に入賞し芸能界にデビューして人気アイドルとなった事実が、大勢の女性たちの

スターへの夢を刺激した。2005年の番組には、全国から15万の応募者が殺到し、最終回の生中継では４億の視

聴者が全国チャンピオン李宇春の誕生を見守った。2005年の視聴神話を作った『超級女声』は、国内だけでなく、

海外メディアの注目も集めた。同番組の人気ぶりが報道され、視聴者投票が民主の実践として評価された。更に

李宇春は『TIME』誌に2005年度の「ア
A s i a ' s

ジアのヒ
H e r o

ーロー」として選ばれ、2005年10月３日の同誌アジア版のカバー

を飾った。

学界でもさまざまな視座からの研究が行われた。段東・鄧斌（2006）は『超級女声』の企画・制作・運営を

分析し、2005年に10億人民元の経済価値を作り出した同番組を文化産業の成功例であると評価した。Jian&Liu

（2007）は音楽産業への影響の観点から、番組の制作側は投票を通じて売れそうな音楽モデルを模索しているし、

このプロセスで視聴者と応募者は制作側に無償の労働を提供したと指摘した(3)。張蕊（2005）、柴志芳（2005）は、

マスコミュニケーション論の観点から視聴者参与度の向上の、テレビ放送への積極的影響を肯定した。張頤武

（2005）、Meng（2008）(4)は歌手への投票という、視聴者の番組への積極的な参加は中国における民主主義の浸

透を示していると論じた。しかし、携帯電話の有料投票は民主の仮面をつけた商業行為に過ぎないという指摘も

ある（滕威 2006）。これらの研究は視聴者投票の中国における影響と意義を論じた興味深い論考であるが、視聴

者、特にファンに対する分析が不十分である。そこで、本稿はジェンダーの視点から、なぜ李宇春という女性が

『超級女声』で選ばれたのかに焦点を当て、ファンが李宇春のイメージをどう構築し、なぜ、そして、いかにし

て李宇春を応援しているかを分析していく。こうした分析からは、現代中国における女性ファンの輪郭と動向が

浮かびあがってくるだろう。

３．李宇春というイメージの読み方

本稿の分析は、主に筆者が収集したファン･レターとインタビュー調査のデータに基づく。前述したが、マル

ヴィの研究は受け手の視点が欠けている。それに対し、アンは受け手に対する分析を重視し、『ダラス』の視聴

者から収集した手紙をテキストとして質的調査を行った。アンの調査法は広い範囲からデータを効率的に収集す

るメリットがある一方、既に書かれたこと以外の情報が得られないデメリットもある。これに対しインタビュー

調査は、会話を通じて相手の考えをより深く知ることができる。本稿で筆者はファンレターを収集し、ファンの

一般的な感想を把握した上で、特定の地域のファンを対象にインタビュー調査を実施した。筆者は李宇春の関連

ネットフォーラムの中で、玉米が最もよくアクセスする「百度李宇春バー(5)」で、玉米になるプロセスや李宇春

についての感想などを聞きたいというファンレター収集の旨の書き込みを発信した(2007年６月)。その結果、全

国各地から31人の玉米から返事をもらった(6)。そして2007年９月に北京で合計20名の玉米を対象に、半構造化イ

ンタビュー調査を実施した。

インフォーマントを北京に絞った理由は、『超級女声』で優勝し、北京の音楽会社に契約して歌手ビューを実

現した李宇春は、実家の成都を離れて上京し、仕事の拠点を北京に置いたからだ。そして、北京の玉米はその組

織力と行動力が全国玉米の間でも評判がある。インフォーマントは、女性が19名、男性が１名である。北京出身

が６名で、他の13名は進学や就職のために地方から上京した者であった。インタビュー時間は平均一人２時間程

度である(7)。

3.1　リアリティの構成

専門家の厳しい審査によって優勝者を決めるCCTV（中国中央テレビ局）の『中国青年歌手コンクール』と違っ

て、『超級女声』は娯楽番組として位置づけられている。専門家や実力派歌手からなる審査員が設定されたもの

の、審査員のコメントは、番組の権威性よりも娯楽性を作り出す手段であり、優勝は、ほとんど視聴者たちの支
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持率によって決められる。同番組は主に視聴者から携帯電話でショットメッセージを送って投票する形式で優勝

者を決めるため、歌だけでなく、外見、振る舞い、性格、人柄なども人気を決める重要なポイントになる。審査

員から「実力派」と認めながらも、人気(投票)が低いため淘汰された参加者もいた。『超級女声』の送り手は、

参加者たちの間の競争の激しさを視聴者に見せる一方、参加者たちが一緒に歌やダンスの訓練を受けたり、誕生

日パーティーを開いたりする映像を通じて「女の子の友情と絆」をアピールした。成功を求める若い女性たち(8)

の喜怒哀楽に、視聴者は共鳴し、リアリティを感じる。ある意味で、選手たちは青春ドラマに登場する「ヒロイ

ン」のようで、視聴者たちは、番組を見ながら、自らが認める「理想の女性像」を見出し、そのイメージに自ら

の夢や欲望を投影し、感情移入をしていると言えるだろう。

『超級女声』で注目を浴びた時から、李宇春について、賛否両論の議論が激しく対立したこともあり、玉米は、

テレビ番組、雑誌、新聞などマスコミの情報より、むしろ玉米が撮った李宇春の写真や映像、玉米の経験などを

信用した。李宇春が公的活動に出席した場合、玉米は李宇春の写真や映像を撮り、それらはインターネットに流

され、共有される(9)。玉米が撮った「作品」である以上、「真実の李宇春」を記録しており、テレビや雑誌など

の報道よりもっと信用できると玉米は信じている。李宇春を非難する記事もまれでないため、玉米はマスメディ

アの報道に対し、警戒の気持ちさえ持っている。

ネット上のバッシング言説は、実際はあまり力がないから、私はあまり気にしないです。そんなバッシング

言説を気にする必要がないと思います。ただ、テレビとか雑誌とか新聞などに事実歪曲の記事がある場合、

本当に怒りを感じます。（中略）マスメディアの影響力が大きいから（インタビュー：Xさん、女性、28才、

出版社編集）。

李宇春があるライブで、自分に誕生日のプレゼントを贈るために、ファンが「玉米」の名前で献血したことに

感謝する旨の発言をしたことがある。この「献血」が一部メディア報道では、コンサートのチケットを入手する

ための「売血」と報じられた。このような報道に対して玉米は即刻、電話などで抗議し、誤った報道を是正する

よう要求した。李宇春への非難、バッシングが絶えなかったこともあり、マスメディアの取材要求に、玉米は李

宇春宣伝のために快諾する一方、記事報道となった内容には敏感に反応する。

玉米になって、私は結構メディア報道を見る目が鋭くなったと思います。今は（李宇春についての）記事を

見れば、誰がどのような立場で発言しているか、すぐ分かるようになりました。以前はメディアの報道や記

事をそのまま信じたのに、今はそれらを自ら分析する必要があると思うようになりました。（インタビュー：

Lさん、女性、25才、秘書）

このように、玉米たちはマスメディアの報道のみに頼らず、積極的に李宇春の情報を収集し、流布し、自分な

りに李宇春の「真実」を構築していく。それだけでなく、マスメディアの報道に敏感に反応し、間違った報道に

は積極的に対応して李宇春のイメージを守る。

3.2　玉米から見た李宇春と女性のあり方

李宇春の支持者の大多数が女性である。筆者が玉米から入手した2007年のある李宇春面接会の参加者リストか

ら見れば、玉米には女性が圧倒的に多い。800人の参加者の中で、女性は765名であり、男性はわずかの33名で

ある（不明が２名）。年齢から見れば、玉米は幅広い年齢層の人から構成されていることが分かる。20代、30代

の成年者を中心に、40代、50代のファンも少なくない。したがって、玉米による李宇春の見方はある程度、現在

中国の女性たちにとって望ましい女性像を反映していると言えるだろう。

玉米たちは、李宇春に対するはまり方を、外見にはまった視覚型、声にはまった聴覚型、性格や人柄にはまっ

た人格型、上記類型を兼ねた混合型などに分類している。しかし、李宇春がよくバッシングを受けるところも彼

女の外見と声である。「女のくせにそんな低くて男っぽい声をしている」とか、「外見から女か男か分からない」

などが代表的な言説である。番組放送期で、李宇春が一番バッシングされたのが歌唱力と外見で、彼女の優勝に
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納得しない人も多かった。

李宇春は短髪で長身（身長174cm、体重50kg）でややスリムなタイプの女性である。長くまっすぐな脚、や

や低い声、美少年のような顔立ち、薄化粧の顔。こんな外見をした李宇春は他の応募者と比べて独特な存在だっ

た。「彼女のどこが好きですか」という質問にこんな返事がある。

それは多すぎますよ。（中略）優しいし、義理堅いし、頭がいい。芯が強いし、自然体だし、可愛いし、親

孝行で、礼儀正しい。それに、まじめで真摯。こういうところが、彼女の人気のベースです。（中略）ステー

ジに立つクールな姿、音楽の夢を追い求める態度、綺麗な声、これは私が最初に彼女に惹かれたところです。

それに、彼女は美しい。（中略）笑うと子どもっぽくて、スタイルもいい。何より、彼女の美は健康的で自

然なんです。（ファンレター：Mさん、長沙、29才、博士課程に在学中）

Mさんは視覚型・聴覚型から人格型までに発展した混合型玉米の典型であると言えるだろう。Mさんのよう

に、最初は彼女の外見や声に好感を持ち、更に彼女の人柄にはまった例はまれでない。Mさんから見た李宇春の

イメージには、「心が強い」とか、「義理堅い」など、伝統的には男性の気質とされる部分もあるし、「心優しい」

とか、「可愛い」など女性の気質とされる部分もある。そして、「無造作」「真摯」「健康的」など自然な美が強調

された。伝統的美徳とされる「親孝行」なども強調された。

私は一目で彼女の歌や舞台の個性を強く感じました。それはまさに自分が好きなタイプです。……それから、

彼女の人間関係や物事に対する態度と知性がすごく好きです（ファンレター：Hさん、長春、女性、39才、

企業の管理職）。

玉米の中にはHさんのようなキャリア･ウーマンが少なくない。彼女たちは社会生活で妥協しながら、抵抗し

ながら成長する経験を共有している。

私は妥協しました。元々もっとクールな外見でしたが、やはり女性としておとなしく見えるのがいいので、

少しずつ妥協しました。だからずっとそのままの彼女が見たいです（インタビュー：JZさん、女性、公務

員試験準備中）。

（李宇春は）私と似ています。私もかつては少し男っぽい服装が好きで、短髪が好きなんです。でも大学に

入って、将来の就職のために、やはり髪を長くしたし、服も友達と一緒に行って少し女らしいデザインのも

のを買うようになりました。自分ひとりで行くと思わず男性っぽい服を買ってしまうから（インタビュー：

Sさん、女性、24才、技術者）。

このように、玉米にとって、特にキャリア･ウーマンにとって、李宇春はかつてのありのままの自己である。

キャリア･ウーマンとして社会生活に適応するためには、様々な妥協をしなければならないという認識を持って

自分を説得し、社会規範に合わせて自分を少しずつ変えながら女性として成長していくと共に、心の中では失わ

れた「本当の自分」を感じるようになる。玉米にとって李宇春は世間の流れに流されず、「本当の自分」を守り

つつ、自分の夢を追いかけている「憧れの女性」である。キャリア･ウーマンたちは、李宇春のイメージから、

かつての自分、妥協せざるを得なかった自分を発見し、自由で自立した女性として生きていきたい欲望を李宇春

に託したと言えるだろう。女性の外見のあり方に関する質問について、ほとんどのインフォーマントが「制限が

あるべきではない」「自由であるべき」と答えた。

私は彼女(李宇春)の言った一言にとても賛成なんです。女の子だからこうであるべきだ、男の子だからそう

であるべきだなんて、誰も決めてないって。この言葉にすごく共感しました。性別にたくさんの制限を加え

るべきでないと思うようになったし。例えば、女の子だから長い髪にすべきだとか、女の子だからそうすべ
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きでないとか（インタビュー：Lさん、女性、25才、秘書）。

　Lさんは長い髪で、当日はカジュアルな服装をしており、振る舞いから普通の若い女性に見えた。しかし、彼

女の発言から、前述したSさんとJZさんと同じく、社会生活の中で妥協しながらも、心の中では依然としてジェ

ンダー規範に拘らない、自由で自立した女性として生きたい願望を持っているのが分かる。おそらく李のそうし

た言葉は、Lさんだけでなく、数多くの玉米の間で共感を呼んだだろう。

４．新女性像の受容をめぐるファンの活動

「李宇春のような人は受けられるべきだ。人気があるはずだ。」玉米はこのような言葉をよく口にする。この言

葉から、中国社会における新しい女性像の受容を期待する玉米の願望が伺える。そして、こうした期待は、玉米

たちが李宇春を応援する一つの大きな原動力にもなっているだろう。李宇春が社会に受け入れられれば、男性の

視線にこだわらない女性たちがますます認められやすくなるという期待が読み取れる。

4.1　李宇春の人気作り

番組放送期に、人気のある応募者には既にファンが集まり、団体として応援活動が行われていた。その熱狂振

りはマスメディアを賑わし、中でも玉米の組織力と行動力が目立ったため、中国で影響力のある『三聯生活週

刊』は玉米の特集を組み、社会現象として報じた。言うまでもなく、『超級女声』の段階で、玉米の支持がなけ

れば李宇春は大きなバッシングの中で優勝することができない。『超級女声』の終了後、制作会社は全国ベスト

10に選ばれた応募者を集めて全国ツアーを行った。毎回のコンサートが始まる前に、ファンたちは会場の周りで

宣伝活動を展開したが、特に玉米たちは勢いが強く、活動を細かく企画し、周到に実行した。当時、李宇春はま

だ音楽会社と契約していなかったため、玉米たちの応援活動には、李宇春の実力と人気を音楽会社に見せる狙い

があった（中立粽子編 2005）。李宇春はその後中国本土で一番実力があるとされる音楽会社と契約したが、その

プロセスには紛れもなく玉米の影響がある。それ以降、アルバムの購買はもちろんのこと、玉米たちはアルバム

の宣伝活動を自発的に企画し、さまざまな応援活動を展開した。名門大学の修士課程のZさんは、知り合った何

名かの玉米と一緒に李宇春のアルバム宣伝をした経験を誇らしげに述べた。

私たちは４、５人でアルバムの宣伝をしました。彼女の大きなポスターを持って。（中略）その辺を一回り

して、CDショップがあれば、入って李宇春のアルバムが出ましたよと。それから、宣伝のためのポスター

を何枚か置いたりしました。（中略）街では大勢の人々が私たちを見ていたので、私たちはわざと（李宇春の）

ポスターが見えるようにしたんです。まるで移動広告みたいです(インタビュー：Zさん、女性、23才、修士

課程に在学中)。

　　

　Zさんは、性格がやや内向的で、普段のファン活動にはあまり行かないタイプだと言う。しかし、知り合いの

玉米からアルバムの宣伝を計画していることを聞いて、積極的に参加し、少しも恥ずかしいとは思わなかったと

述べた。そんなことができるなんて自分も不思議に思ったと語る。「アルバムの売り上げが上がるように願った

わ。自分ができることがあるなら、やりたかった。大したことじゃないかも知れないけど、やれば少しでも影響

力があると思った」と宣伝活動に参加する理由を話した。Zさんのように、アルバムのプロモーション期に、大

音響で音楽を流す店などにアルバムを無料で配布し、放送の依頼をするケースは全国各地で少なくなかった。こ

の他、玉米たちは、テレビ局や、ラジオ放送局、新聞雑誌社などのマスコミ、親族や勤め先の同僚、友人などに

無料でアルバムを送ったりして宣伝した。もちろんアルバムは自費で購入したもので、ポスターなどの宣伝道具

も自費で作った。

私って、春
ツウン

春
ツウン

（李宇春のニックネーム）の面接会よりも、玉米が組織したボランティア活動や、（アルバムの）

宣伝活動などにもっと熱心なんですよ。（中略）彼女に会うことって、ただ彼女に会いたいという自分の欲
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望を満足するだけです。宣伝活動などは少なくとも彼女のためになると思うから。(インタビュー：XHさん、

女性、21才、大学生)

　このように、玉米たちは李宇春宣伝の重要性を十分認識しており、常に心がけている。2006年に発売した李宇

春のファーストアルバムの売上げは合計60万枚を越えたが、これは中国本土の歌手の中ではかなりよい成績であ

る。デビューしてから２年半の間、李宇春は既に10回にのぼるコンサートを開いたが、玉米の熱心な応援で毎回

のコンサートが満員となった。この他、李宇春が出席した公の活動にも玉米が殺到し、李宇春の人気をアピール

した。

4.2　「トウモロコシ」の種まき

玉米の李宇春宣伝は日常生活までに浸透している。職場の同僚や学校の同級生、家族や友人など、チャンスが

あれば李宇春をアピールした。自分の宣伝によって、李宇春に関心を持たなかった人、あるいは否定的に見てい

た人が、李宇春に好感を持つようになったり、「玉米」になったりすると、その経緯を李宇春バーに書き込み、

自らの喜びを他の玉米と分かち合う。「玉米」は中国語でトウモロコシを意味するため、玉米たちは李宇春のファ

ンを増やすことを「トウモロコシの種まき」という言葉で表している。

彼女はよく春春の悪口を言ったんです。それである日、私は腹が立ったあげく泣いてしまったんです。春春

は男だと、全然女らしくないし、声も男の声だと彼女が言ったので、なぜこんなこと言えるの、あんなに清

潔な女の子に対してなぜこんなこと言えるのかと私は怒ったんです。（中略）友達は、何の関係もない李宇

春のために、親友と喧嘩する私にすごく驚いたと言ったんです。でもその後、春春の映像などを彼女に見せ

たりして、いつの間にか彼女も春春が好きになったんです（インタビュー：Tさん、女性、22才、修士課程

に在学中）。

Tさんは番組を見た時から李宇春が好きになり、投票したこともあり、日常生活でよく李宇春を話題にするが、

他の玉米ほど熱心ではないと思ったので、自らを玉米と認めなかった。しかし、李宇春をバッシングする周りの

友人と喧嘩までして、友人を李宇春ファンにしたことがあってから、Tさんは自分が本当の玉米になったと語る。

Tさんのように日常生活で李宇春を積極的アピールする玉米もいるが、慎重な玉米もいる。

私が玉米だということを、同僚などは全然知りませんよ、そんな性格じゃないし、でも、とても仲の良い人

とか、李宇春に対して少し好感を持っている人たちには自分も好きだよと何気なく言います。アルバムもあ

げます（インタビュー：ZHさん、女性、43才、助教授）。

李宇春のファーストアルバムを100枚も買ったZHさんは、普段良くアクセスするネットフォーラムで誰かが

転載してきた李宇春の写真を見て、そのすっきりした顔が気に入ったと言う。李宇春の外見に対するバッシング

言説を読んで納得できず、初めて『超級女声』を見るようになったが、李宇春の低い歌声や周りへの態度が好き

で、李宇春の熱心な支持者となったと話した。国営企業で財務管理の仕事をしている50代のXYさん（女性）は、

社内ではよく李宇春を口にすると言う。時間があれば、李宇春の出席する活動や、空港での見送りや出迎えにも

熱心に参加する。

学校では李宇春の話を避けています。相手の口から嫌な話が出ると我慢できないし、自分が玉米でないと否

認することもできないから。でも寮に帰ると隠しません。同級生たちは歌手なんかに関心がないから、宣伝

はしないけど、よくみんなの前で春春の映像などを見たりします(インタビュー：JXさん、女性、20才、大

学生)。

名門大学の２年生で、学生会の仕事を担当しながら忙しい生活を送るJXさんは、普段はファン活動に参加す
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る時間があまりないが、李宇春をお手本にしてキャリア･ウーマンとして成功したいと言う。このように、玉米

たちは積極的、あるいは何気なく李宇春というイメージを自分たちの日常生活に持ち込み、それを周りに浸透さ

せている。

4.3　社会活動によるイメージアピール

玉米たちはまた李宇春ファンの名義でボランティア活動やチャリティー活動などの社会活動に積極的に参加し

て、李宇春及び玉米のイメージをアピールした。玉米ボランティアバーという電子掲示板も設けられたが、そこ

には各地のボランティア活動の組織や結果報告が掲示される。玉米の中にも学生時代からボランティア活動の経

験を持つ人も少なくない。

裕福な家庭に生まれ育ったFさんは、都会の周辺に住んでいる貧困層の人々の生活を見て、大きな社会格差に

ショックを受けたと言う。Fさんは金銭的に恵まれていても無駄使いなどせず、ほとんど毎週ボランティア活動

に参加してきた。テレビ番組で李宇春を知った頃は好感を持ったものの、ファンになるほどでもなかった。その

後、李宇春バーで玉米たちの書込みを読んでますます李宇春と玉米に一体感を持ち、ファンとなったと言う。

李宇春や玉米に対する人々の見方を変えるために、ボランティア活動に参加したわけではないです。中学校

の時からボランティア活動に参加したかったからです。(中略)偶然玉米がボランティア活動を組織すること

を知って、それでボランティアに行きました。その時は孤児院に服や物を寄付する活動だったんですが、玉

米たちからのたくさんの寄付を見て本当に感動しました。（インタビュー：Fさん、女性、21才、大学生）

全国各地の玉米は李宇春の誕生日、初アルバム発売日などを記念日と設定し、自発的に献血、様々なボラン

ティア活動を組織した。2005年12月、李宇春が中国赤十字基金会の要請で白血病の貧困児童のために募金する

「小天使プロジェクト」のイメージキャラクターを担当した時、玉米からの寄付金が殺到した。その後、玉米と

赤十字基金会との合意で2006年３月に「玉米愛心基金」を設立した。これは中国初めてのファンの名義で建てた

基金(10)で、2008年８月現在で合計およそ500万人民元（約７千万円）の援助金が集まった。何元から何千元まで、

玉米は自分の経済状況によって基金に寄付してきた。かつて国営デパートの部長を担当していたJさん（インタ

ビュー：女性、54才）は定年後、同基金に定期的に寄付した。玉米が組織するボランティア活動にも熱心で、こ

れらの活動で元気付けられたと述べた。出版社に勤めるXさん（インタビュー：女性、28才）は玉米になる前に

貧困学生の援助活動をしてきた。玉米愛心基金の設立を知って、他の玉米の友人と共に、寄付方法などを明記し

た宣伝チラシやカードを企画し、制作した。チャンスがあればいろいろな公共の場所に置くと誇らしげに述べた。

玉米はまた、インターネットでチャリティーバザーの電子掲示板を作った。そこで玉米たちはお互いに自らの

不要物や李宇春関連グッズをオークションの形で競売し、その売上げは直接基金に寄付される。李宇春自身もデ

ビュー以来、様々な公益活動に参加し、同基金にも何回も寄付した。設立当初、貧困層の白血病児童の援助をメ

インとする同基金は、資金の上昇につれ、農村部の診療所、小学校などの建設など、援助の範囲を拡大していっ

た。中国において、芸能界の有名人がチャリティー活動に参加することはまれではないが、ファンの名義でボラ

ンティア活動を組織することはあまりない。李宇春のファンになってから、ボランティア活動やチャリティー活

動に関心を持つようになり、ファン同士で参加するとより意欲が高まり、楽しくなると言う玉米もいる。言うま

でもなく、玉米の名義で行ったチャリティー活動やボランティア活動は、李宇春と玉米のイメージ向上にプラス

の効果を果たした。実際、中国社会において、アイドルのファンのイメージと言えば、中学生や高校生がメイン

で、外見だけきれいで、内実が乏しいアイドルへの一時的な熱狂で、時間や金の無駄というマイナスの面が定着

していた。玉米たちは自らの行為でファンのマイナスのイメージを少しずつ払拭し、積極的な社会活動への参加

というプラスの意味を付与していると言えるだろう。

５．終わりに

本稿では、玉米たちが『超級女性』を通じて李宇春を発見し、新たな女性像として構築し、肯定し、応援する
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プロセスを分析してきた。

滕威（2006）が指摘したように、『超級女声』は娯楽番組で、視聴者への投票権付与は、通信料の収益を狙う

面がある。しかし、玉米はこのマイナス面を承知した上で、このルールを利用して、伝統的な「美女」と異なる

李宇春をトップの座に立たせた。この意味で、李宇春の優勝は言うまでもなく玉米の勝利でもある。玉米は男性

の視線にさらされた女性像に疑問を持ち、李宇春というイメージに現状打破の可能性を見出した。玉米は抽象的

な理論ではなく、具体的なイメージを通じて、商業主義ルールを利用して自分たちの主張を訴えている。このよ

うな文化実践の日常的な浸透力、影響力は無視できないだろう。更に、日常的な実践こそ、大きな社会変革に繋

がると思われる。李宇春の受容を通して、女性像の多様化・価値観の多元化を中国社会に浸透させる役割もある

だろう。

李宇春の歌声や外見に対するバッシングと非難は今でも絶えない。それでも李宇春は玉米の熱心な応援を得

て、高い人気を誇る歌手として活躍している。このことは、支配的な価値観が李宇春を認めないにせよ、彼女を

公から排除し、周縁化することができない事実を物語っている。玉米は市場主義のルールを利用して李宇春の人

気を支え、公益活動を通じて李宇春及び玉米のイメージを守り、新たな女性像の受容を促している。玉米のファ

ン活動は、自分たちが作り出したファンダム「fandom」(ファンダム＝ファンたちの連帯)の空間で現実逃避の

形で支配的な価値観への抵抗を示すのではなく、より積極的な形で社会に介入し、社会の変革を求めていると言

えるだろう。

もちろん、玉米は市場主義のルールを利用するだけではない。玉米の応援は、送り手側に利用される危険性も

常に伴っている。例えば、李宇春のコンサートのチケットや李宇春の関連商品を高値で売るなど、玉米の利益が

奪われる事態もしばしば発生する。市場主義をめぐる玉米と送り手側との交渉がどう続いていくかは、今後更に

考察していく必要がある。

註

（１）　『超級女声』は湖南衛星テレビで放送された女性歌手のオーディション番組で、2004年から2006年まで毎年３月から８月までおよそ

半年間のクールで毎週一回放送された。特に2005年度の『超級女声』が高い視聴率を獲得して大成功し、大きな反響を呼んだ。2007年

は男性バージョンの『快
スーパー

楽男
ボ ー イ

声』が放送された。

（２）　玉米は、元々とうもろこしの意味であるが、「宇迷（李宇春のファン）」と発音が似ていることから、李宇春のファンという意味で使

われるようになった。この呼び方は2005以降、社会で定着した。

（３）　Jian, Miaoju&Liu, Changde. 2007, New Technologies and Neew Form of Music Commodity/Labor: An Economic Analysis of the 
China's Supergirl Voice, National University of Singapore, ARI Seminar（口頭発表）.

（４）　Meng, Bingchun. 2008, Who needs democracy if we can pick up our favorite girl? ‘Supergirl’ media politics, and the Chinese society, 
Communicating for social impact, May22-26, 2008, Montreal, Canada（口頭発表）.

（５）　李宇春バーは、『超級女声』の放送期間の2005年６月５日、玉米によって作られ、玉米のアクセスが一番多い電子掲示板となった。

（６）　ファンレターは長沙、福州、北京、上海、長春など15の都市からのもので、女性29名、男性２名からのものである。

（７）　インタビューの質問項目は主に、１）李宇春のイメージをどう解読するのか。２）女性像のあり方についてどう思うのか。３）ファ

ン活動及びボランティア活動の状況、４）ファンの日常生活と人間関係、などである。

（８）　制作側は参加者の年齢を制限しなかったが、実際のところ、地方選抜を経て決勝大会に出場した応募者は皆25才以下の若い女性た

ちである。

（９）　そのための専門の電子掲示板、別様春天オンラインバーがある。そこでは李宇春に関するテレビ番組の映像や玉米が撮った映像、

自製のMV、写真などがオンラインで公開され、ダウンロードも可能である。

（10）　公益基金は原則上100万元（約1500万円）からスタートするので、０元からスタートした玉米愛心基金は、「小天使プロジェクト」の

下に設けられ、１年間で100万元を越え、2007年３月から独立した基金となった。
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